
今回お伺いしたのは今回お伺いしたのは

※本文中の「カテゴリー」および丸数字は、「全保協の将来ビジョン」に基づき、関連のある項目を記載しています。 
「全保協の将来ビジョン」は右記全保協ホームページからご覧いただけます。
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ルンビニ園は、50年以上続いた個人立園の運営を引

き継ぐ形で、2006（平成18）年に開設されました。園名
の「ルンビニ」は、お釈迦さまが生まれた花園に由来し、
「子どもたちが危険のない花園のような環境で健やかに育つ
ように」という願いが込められています。同園が大切にし
ているのは、子どもが自分で考え、自分で行動する力を育
むこと。自立と自律を保育の軸に据えながら、地域のニー
ズに応じた子育て支援と職場づくりに取り組んでいます。

⑩子育ての喜びや楽しさを実感できる支援を行います。

子育て家庭を支えるカテゴリーⅡ

子どもの姿と地域の声に応じて 
最適な子育て支援のあり方を考える
野登ルンビニ園の保育は、最初から明確な完成形があっ

たわけではありません。坂
さか
本
もと
鏡
きょう
子
こ
園長は「子どもと保護者

にじっくりと向き合い、必要だと思うことを考え、試してみ
る。その積み重ねで今の形になってきました」と話します。
たとえば園庭の環境も、園児が遊ぶ様子を観察しながら、
登り棒のついたジャングルジムや雲ていなどを取り入れる
ことで、子どもたちはより活発に遊ぶようになりました。
地域の人から譲り受けたどんぐりの木を園庭に根づか
せると、今度は木登りにチャレンジするように。すると、
登り棒を上から下へ滑り降りることが中心だった子ども
たちが、下から登るようになるなど、遊び方にも変化が
生まれました。環境を変えると、できることや興味がど
んどん広がっていくことを実感したといいます。
年間行事は花祭り、夏祭り、いのこ作り※1、お茶会など、
季節や地域に根ざした活動を大切にしています。一方で、

毎年同じことを行うのではなく、子ど
もたちの興味やその年の雰囲気にあ
わせて活動を変えることも。月刊絵本
を読み、園児がシロツメクサを食紅で
染める実験をしたいと言い出した時は、
みんなで花を摘みに行き、食紅を用
意してフラワーアートを楽しみました。
こうした日々の保育の積み重ねは、子どもたちの育ちを支え
るだけでなく、保護者がわが子の成長や興味の広がりを実
感し、子育ての喜びを感じる機会にもつながっています。
同園では、子育て支援センター「のんの」を開設し、未
就園の子どもが遊びながら集団生活にふれる機会や、保護
者が気軽に相談できる場を提供しています。一時預かりは、
保護者の用事やリフレッシュしたい時に利用する「託児
コース」、同年齢の園児と過ごす「クラス預かりコース」な
ど、地域のニーズにあわせてコースを増やしていきました。
子どもの成長を保護者とともに見守り、必要に応じて
形を変えていく、そうした積み重ねを通して、地域の家
庭が子育ての楽しさを実感できる場をつくっています。

⑤�働きやすく、やりがいのある職場づくりと保育現場の魅
力を発信します。

子どもの育ちを保障するカテゴリーⅠ

大人も子どもも自分らしく 
対話とICTでつくる職場環境
同園の職場づくりを支えているのが、「大人も子どもも

自分らしく」という考え方です。その根底には、職員の心
理的安全性を大切にする姿勢があります。

坂本園長が最初に取り
組んだのは、職員会議の
改善でした。当時は若い
職員がメモを取るだけに
なりがちだった会議に、
ブレーンストーミングを
導入。どんな意見も否定

せず、立場に関係なく発言できる場をつくることで、若
手も自然と声を出しやすくなっていきました。
また、園内研修ではMBTI※2などをもとにしたグループ

討議なども行い、自分自身の特性や同僚との違いを理解
する機会を重ねてきました。互いの違いを受け入れ、必
要なことは率直に伝え合う。そうした関係性が、職員同
士のチームワークや子どもへの丁寧なかかわりにつな
がっています。現在は、職員の心の状態や組織の雰囲気
を把握するため、ウェルビーイングサーベイ※3も導入し、
職場環境を見える化しながら改善に生かしています。
ICTの活用も、職員の働きやすさを支える大きな柱です。
園児の情報、通達、会議の記録などはクラウドのメモツー
ルに入力し、職員がすぐに書き込めるようにしています。
日々の連絡事項やヒヤリハットなどはチャットで共有し、
各クラスのタブレット端末でいつでも入力・確認できます。
行事や研修、来客、欠勤日などはGoogleカレンダーで共
有し、スマートフォンとも同期できるようにしています。
保育アプリ「コドモン」は、保護者へのお知らせやア
ンケート、集金の決済などに活用。保護者に対しても情
報をオープンにすることを心がけ、園の方針や日々の対
応をウェブ上で公開することで、誤解や不安を生まない
関係づくりに努めています。
ICTは単なる効率化のための道具ではなく、
職員が子どもに向き合う時間を確保し、情
報の透明性を保ち、チームで保育を考える
ための仕組みとして同園に根づいています。

一人ひとりの得意を生かし 
力を発揮できる働き方をサポート
同園では、人材育成や評価制度にも独自
の工夫を取り入れています。坂本園長が前
職でキャリアカウンセラーとして働いた経
験をもとに、キャリアパスと給与体系を組
み合わせ、設定した評価項目をクリアすれ
ば昇給できる仕組みを整えました。評価は

自己評価と他己評価を組み合わせ、本人の思いだけでな
く、周囲から見た姿も踏まえて成長を支えています。
また、「やりたいことなら人は育つ」という考えのもと、
職員一人ひとりの得意や関心を生かすことを大切にして
います。介護や育児など家庭の事情に応じた時短勤務や
中抜けについても、仕事内容と給与のバランスを見なが
ら柔軟に受け入れています。働き方をひとつに固定する
のではなく、それぞれが力を発揮しやすい形を一緒に考
える姿勢が、職員のモチベーションにつながっています。
これからも、子どもも大人も自分らしく過ごせる環境を大
切にしながら、地域に根ざした園づくりをすすめていきます。
※1　�西日本で田んぼの神を祀る収穫祭「亥の子祭り」で、新藁を束ねて巻き、

猪の子を模して棒を作る
※ 2　国際規格に基づいた性格検査
※ 3　職員の心身の健康や幸福度を数値化する調査手法

（取材日2026年5月25日）

子どもの可能性の芽を育み
子育ての喜びを分かち合う
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坂本 鏡子 園長

子育て支援センター「のんの」でのリト
ミック。音楽に楽しくふれながら、身体
や感覚を使い、子どもたちがもつ基礎的
な力をのびのび育んでいく

「どろんこ遊び」も、「みんなでジャンプ」も全力で！ 汚れることや少し難しい
挑戦も、しっかり見守られながら、自分で決めたことを存分に味わう大切な体験

「衣食住の無添加」を大切にする同園。
調味料にもこだわり、無添加のみそや
しょうゆをいただいているみそ蔵を訪
ね、食への関心を深める

親子遠足で、いつもの散歩道をお母さん
お父さんに案内。うれしさのあまり坂道
を駆け出す子どもたちと、笑顔で追いか
ける保護者の姿にほっこり

夏祭りのメインイベント、おみこしわっしょい！ みんなで作って、みんなで力を合わせて�
担いだおみこしは、子どもたちにとって忘れられない夏の思い出

施設基礎データ（令和8年5月25日現在）

定員
70名（現員：68名）
0歳児1名、1歳児12名、2歳児12名、3歳児13名、
4歳児19名、5歳児11名

職員
職員37名　園長1名、主任1名、保育士15名、
看護師1名、栄養士2名、調理員2名、事務員2名、
一時預かり担当2名、支援センター担当職員3名、
放課後児童クラブ担当4名、高齢者雇用4名

事業 一時預かり、地域子育て支援センター、放課後児童クラブ、
病児保育
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